
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年１１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４神第７１号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２６年５月２４日 ０３時００分ごろ 

発生場所 兵庫県香美
か み

町の白石
しろいし

島北西方沖 

 香美町所在の香住
か す み

港東浜西防波堤灯台から真方位３４１°５８０ｍ

付近 

 （概位 北緯３５°３９.６′ 東経１３４°３８.１′） 

事故等調査の経過  平成２６年６月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 開福
かいふく

丸、１８トン 

 ＨＧ２－２８８０（漁船登録番号）、開福漁業有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首船底部に破口、右舷船首部に擦過傷 

 事故等の経過  本船は、船長ほか５人が乗り組み、船長が、操舵室で立ち、航行目

標とした香住港東浜西防波堤灯台の灯光（以下「本件赤灯」とい

う。）を船首やや右舷側に見て自動操舵で南南東進中、香住港に近づ

いたので、約８ノットの対地速力に減じ、入港準備を行うために船首

尾の甲板及び操舵室の両舷側を照らす作業灯を点灯させて航行を続け

た。 

 船長は、作業灯によって周囲が見えにくかったものの、本件赤灯に

注目して航行中、突然、目の前に白い岩が見え、機関を後進に操作し

たが、平成２６年５月２４日０３時００分ごろ白石島北西方沖の岩に

乗り揚げた。 

 本船は、船首船底部に破口を生じたものの、船倉だけが浸水し、自

力航行して香住港の係留場所へ帰った後、所属する漁業協同組合に事

故の発生を電話連絡した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西、風力 １、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の末期、潮高 約７cm 

 その他の事項  本船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.５ｍであった。 

 船長は、漁場を出発する際、レーダーを６海里レンジで、ＧＰＳプロ

ッターを漁場から香住港までが表示される縮尺でそれぞれ使用し、Ｇ

ＰＳプロッターに予定針路線を表示させてこれに沿って航行してい

た。 

 船長は、ふだんから目視で灯光が確認できるようになれば、他船の



 

存在を把握するため、時折、レーダーを見ることは行っていたもの

の、ＧＰＳプロッターを見ることはなく、専ら目視のみで見張りを行

っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、香住港へ向けて南南東進中、船長が、香住港に近づいたの

で、船首尾の甲板及び操舵室両舷側を照らす作業灯を点灯し、航行目

標とした本件赤灯に注意を向けて見張りを行っていたことから、白石

島北西方沖の岩に接近していることに気付かず、乗揚直前に岩を認

め、機関を後進に操作したものの、同岩に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因  本事故は、夜間、本船が、香住港へ向けて南南東進中、船長が、香

住港に近づいたので、船首尾の甲板及び操舵室両舷側を照らす作業灯

を点灯し、航行目標とした本件赤灯に注意を向けて見張りを行ってい

たため、白石島北西方沖の岩に接近していることに気付かず、乗揚直

前に岩を認め、機関を後進に操作したものの、同岩に乗り揚げたこと

により発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・ＧＰＳプロッターを適切なレンジとして表示させ、目視のみに頼

らず、船位の確認を行うこと。 

 ・航行中、見張りの妨げになる灯火は点灯しないこと。 

 


